
款 6 ． 農 林 費 1 ． 農 業 費
業委員会事務＿局

1 8 3 ＿

目
科　　 目
（事務・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 明

1

農
業
委
員
会
費

総　 務　 事　 務 15 1，701

001 総務事務

・0 1 総務事務
農業委員会に係る庶務一般を行うものである。

（1）農業委員報酬 52人 28，635千円

（2）職員給与費 14人 117，695千円

（給料 63，777千円・手当 36，131千円・共済費 17，7即千円）

（3）団体等負担金 1，218千円

岩手県農業会議賛助拠出金 1，133千円

岩手県都市農業委員会会長会負担金 27千円

盛岡地方農業委員会連絡協議会負担金 58千円

（4）その他経費　 4，153千円

農　 地 調 整 事 務 380

002 農地関係事業

01 農地調整事務
農地法，その他の法令に定められた農地等に関する所掌事務を適正に処理するため必要な指

導，調査及び審査を行うとともに，農業振興地域の整備に関する法律及び都市計画法に基づく

土地利用計画との調整を図る等，次のことを行うものである。

（1）農地及び採草放牧地の権利の設定及び移動並びに転用に関すること

（2）農地の賃貸借及び小作料に関すること

（3）農業経営基盤強化促進法に基づく農用地の利用関係の調整に関すること

（4）農地に係る相談及び諸証明に関すること

（5）農地部会の運営に関すること

＼

農 地等利用 関係紛争

処 理 事 業
50

002 農地関係事業

02 農地等利用関係紛争処理事業 ′
農地又は採草琴牧地の利用関係の紛争について，当事者の双方又は一方から和解仲介の申し ・

立てがあったときは，農業委員会がその紛争の和解の仲介を行うものである。

（1）平成17年度処理状況　 申し立て件数 0件

（2）平成18年度申し立て予想件数 1件



6 ． 農 林 費 1 ． 農 業 費
農業委員会事務局

1 8 4 －

し

目
科　　 目
（事務・事業名）

金 、額
（千円）

事　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 ■明

1

農
業
委
員
Aコ言
費

農 地保 有合理化事業 25 1

002 農地関係事業

04 農地保有合理化事業

（社）岩手県農業公社の現地駐在員の配置により農地保有合理化事業の推進を図るとともに，同公

社から同事業の業務の一部の委託を受け，農地の売買，貸し借りと，その掘り起こしの推進及び公社

と市との連絡調整を行うものである。

岩手県農業公社現地駐在員配置負担金 92千円

農 地 流 動 化

推 進 事 業

8 1

002 農地関係事業

05 農地流動化推進事業
農地に係る流動化の情報を集約・整理し，育成すべき農業経営に対する農用地の利用集積が望ま

しい方向で行われるよう権利移動のあっせん等の活動を行うものである。
（1）農地移動適正化あっせん事業

（2）農業経営基盤強化促進法に基づく嘱託登記事務等

農業体質改善推進事務 50 5

003 農政・農業振興関係事業

01 農業体質改善推進事務
農業及び農業者の利益を代表する機関として，農業振興及び生活改善に関する事務を行うほか，

問題等の処理に当たるため農業振興部会及び農政部会を開催するなど，次のことを行うものである。

（1）農業振興部会及び農政部会の運営

（2）農業施策に関する健議・要望

（3）行政庁の諮問に関する答申

（4）農業公害に関する調査

（5）農業事情実態調李 （調査員謝金＠3，000円×11地区＝33，000円）

（6）農政懇談会の開催 ．（農業委員全員と市当局）

（7）盛岡市農業改良推進協議会への参加 （協議会負担金 20，000円）

（8）盛岡市農業まつりの共催 （盛岡市農業まつり実行委員会負担金 115，000円）



6 ． 農 林 費 1 ． 農 業 費
業委 員 会 事 務 局

1 8 5 －

目
秤　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務 ・　 事　 業　 等 ・の　 説　 明

1

農
業

委
員

′∠ゝフ言
費

農家基本台帳整備事務 5，48 0

00 3 農政 ・農業振興関係事業

02 農家基本台帳整備事務

農地流動化の促進，農業経営の近代化，農 業の担い手の育成確保等農業施策の推進及び農業

委員選挙人名簿の調製，農地の権利移動，耕作証 明等の関係法令事務を適 正に処理するための

基礎資料とするため，農業経営等に関する調査を実施する。

平成17年度 に農家基本台帳について，業務 の効率化，住 民サービスの向上を図るため全庁的なネット

・ワーク環境 に対応 したシステムを導入しており，データ内容を整備するため，住基データ・土地データの更新を
実施する。

（1）台帳登録農家数 （10 a以上の耕作者）

4，537戸 （平成 17年 8 月現在）
（2）補完調査基準 日 8月 1 日

農 業 者 年 金 事 務 1，19 3

0 03 農政 ・農業振興関係事業

03 農 業者年金事務

農業者 に対し，国民年金に上乗せして給付を行うことにより，老後生活の安定と福祉の向上を図

るものである。また，旧制度においては経営移譲による農業経営の若返りなどを，新制度 において

は保険料 の助成を通じて農業の担い手の確保を目的とした政策年金である。

（1）農業者年金制度の普及

（2）年金加入資格者の加入促進

（3）年金受給該当者への受給指導

（4）年金制度の拡充強化を目的とした農業者年金協議会の育成指導

（盛岡市農業者年金協議会負担金 120千円）

（5）年金事業に関する相談及び助言指導

農 業 後 継 者 対 策 事 業 597

00 3 農政 ・農業振興 関係事業

06 農業後継者対策事業

若者 の農村離れが続出している中で，農村に踏み止どまって地域農業を支えている意欲的な後継者

の育成確保 対策として次のことを行うものである。

（1）結婚相談員活動

（2）農業後継者交流事業

（盛岡市農業後継者結婚相談員協議会負担金 50千円）



農林 費
／政 課

1 8 G －

早
科　　 目
（事務－・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 明

2

農
業
総
務
費

終　 務　 事　 務 171，030 ・農業総務事務費

職員給与費（2 5人）　 169，863千円

その他の事務等経費　　 1，026千円

・（財）都市農山漁村交流活性化機構会費　　 48千円

・岩手県市町村農業農村振興対策協議会会費　　 6千円

・岩手県グリーン・ツーリズム推進会議協議会負担金　　 88千円



6・ 農 林 費 1・ 農 業 費
課

1 8 7 －

目
科　　 目
（事務 ・事業名）＿

金 一　 額
（千円）

事　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 明

2

●
農
業

総
務
費

農政推進員事務 1，655 盛岡市農政推進員設置規則 に基づき設置されている農政推進員に対し，事務連絡及び諸調査を依頼

し，農政の円滑な推進を図るものである。

・農政推進員報酬　 1，655千 円



6 ． 農 林 費 1 ． 農 業 費
課

1 8 8 －

目
科　　 目

（事 務 ・事 業 名 ）

金　 額

（千 円 ）
事　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 明

2

農

業

総

務

費

総　 務　 事　 務

千 円

3 4 ，4 2 4 職 員 給 与 費 （4 人 ）　 3 4，4 2 4千 円

地 籍 調 査 係 4 名

一 般 職 給 ，職 員 手 当 ，共 済 費

ヽ



農林 費
産業 振 興 課

1 8 9 ＿

目．
科　 ＿目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務　 ・　 事　 業　 等　 の　 説　 明

2

農
業 ’
総
務
費

総　 務　 事　 務 79 ，634 ・農業総務事務費

職員給与費 （11人）　　 79，132千円

その他の事務等経費　　　 323千円

・いわて農林水産振興協議会負担金　 17千円

・岩手農業大学校後援会負担金　　 30千円

・JA 新岩手広域農業振興協議会負担金　 100千円

・農業青年クラブ育成補助金　　　 32千円



1・ 農
課

1 9 0 ＿

目
科　　 目
（事務・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 明

3

●
農

業

振

興

費

農業振興地域整備計画
管理事業

332 「農業振興地域の整備に関する法律」に基づいて定めた盛岡農業振興地域整備計画により，農用

地を管理し，農業振興の推進を図るなど，情勢の変化に対応 した適切な計画として確保するための管
理を行うものである。



款 6・ 農 林 費 1・ 農 業 費
課

1 9 1 －

目
科　　 目
（事務・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 明

3

●
農
業
振
興
費

農 業 経 営 基 盤 強 化

促 進 対 策 事 業

3 ，574 農業者を地域の農業の担い手となりうる集落営農組織や認定農業者へ誘導するとともに，認定農業者の

経営改善計画の達成に向けた研修や情報交換会を行い，意欲と技術の向上を図る。・

・集落営農推進員賃金 （雇用対策事業） 1．257千円

・地域マネージャ（支援ア ドバイザー）報鍍 l．872千円

・認定農業者協議会活動費補助金 ・ 100千円

・その他事務費　　 345千円



款 6 ． 農 林 費 項 1 ． 農 業 費
課

目
科目
（ 事務・事業名）

金額
（ 千円）

事務 ・ 事 業 等 の 説 明

3

農
業

振
興
費

水田 農 業 構 造

改革 事 業

1 2 ，6 5 4

米政策改革大綱を受けて16年度から18年度までの3年間で行う米政策改革を契機に，生産調整の達

成を主目的とした事業から，米づくりの本来あるべき姿に向けた水田農業構造改革を地域で統一的・総
合的に実践する事業に転換し，この一環として生産調整を推進するものである。

1 9 2 ＿

区　　 分 予算額（千円） 内　　　 訳

水 田営農特別対策

事業費補助金

1 1，18 9

◎ 集落組織等活動推進事業　 4 ，9 6 3 千円

集落内での生産調整の取りまとめに係る経費に対する助成

◎ 農協推進指導事業　 5 1 2 千円

生産調整 目標面積達成のた軌 農協の生産調整を取りま

とめに係る経費に対する助成

◎ 転作作物誘導事業　 5，7 14 千円

産地形成を図るため，取り組む作物（小麦・大豆・ねぎ・

キャベツ・きゆうり・トマト）の作付けに係る経費に対する

助成。

その他の経費 1，4 6 推進事務費



款 6 ． 農 林 費 1 ． 農 業 費
課

1 9 3 ＿

，目
科　　 目
（事務 ・事業名）

■金　 額

（千円） 事　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 明

3

農
業
振

輿
費

河川魚族 育成対策事業 220 盛岡河川漁業組合 （簗川）及び雫石東部漁業協同組合 （雫石川）が魚族の保護育成のために行う

稚魚の放流、増殖などに要する経費の一部を助成するものである。

河川魚族育成対策事業費補助金

・盛岡河川漁業協同組合 110 千円

・雫石川東部漁業協同組合 110 千円



6 ． 農 林 費 1 ， 農 業 費
課

科目
（ 事務・事業名）

金額
（ 千円）

説明

3

農

業

振

興

費

中山間地域夢づくり総合
支援事業

5 ，4 0 1 高齢化，過疎化の進行が著しく，産地形成が遅れている特定農村地域（旧梁川村，旧乙部村）の活
性化を促進するため，恵まれた自然資産や観光資源を活かした都市農山村交流事業，地域の特性を
最大限に活用した高収益・高付加価値型農業の展開のための事業及び多様な担い手の育成事業を
積極的に行う。

・ 平成18年度予算

ー1 9 4 －

区　 分 予算額（千円） 内 層

盛岡市農業まつり負担 200
中山間地域の郷土芸能の披露や渓流を巡るツ

アーや農作業体験等の企画運営に対する負担

都市農村交流事業費補
助金 300

都市農村交流により中山間地坪を活性化させる
交流イベントの開催 に対する助成 ′

事務費等 4，90 1
農作業体験等指導者謝金 ・そば打ち体験事業な

ど

計 5，40 1



課

科目
（ 事務・事業名）

金額
（ 千円）

説

市民農園開設事業

農

業

振

興

費

5 2 農業者が開設するファミリー農園の開設を支援することにより、市民の農業への理解を深めて

もらうものである。

予算額

（ 1）報併費 16千円

（ 2）事務費 36千円

1 9 5

開設農園 区画

庄 ヶ畑フ ァミリー農園 20区画

黒石野フ ァミリー農園 25区画

川 目ファミリー農園 56区画

南仙北第 1 フ ァミリー農園 48区画

南仙北第 2 ファミリー農園 16区画

津志田フ ァミリー農園 52区画

計 217区画



課

科目
（ 事務・事業名）

金額
（ 千円）

説

3

農

業

振

興

費

いわて農業担い手

支援総合対策事業
2 7 ，6 8 8 担い手と集落塾経営体の経営体制の整備と経営基盤強化の促進及び、集落塾経営体を効率

的・安定的な農業構造とするために必要な整備を行う。

（ 県補助金1／3＋市補助金1／6＝1／2補助）

ー1 9 G －

し

】　 受益地域 事業内容 事業量 補助金 （千円） 対象作物

盛岡地域 ，パ イプハウス 14棟 7，07 1．5 け マ ト、 ミニ トマ トほか

盛岡地域 きゅうりネット被覆栽培施設 10か所 5，250 ；きゅうり　　　　　　 ∃

都南地域 ねぎ調整機 1台 59 1．7 ねぎ

都南地域 ね ぎ結束横 2台 146．7 ねぎ

都南地域 自走式防除横 2台 378 きゅうり

都南地域 パ イプハ ウス 15棟 8，250 トマ ト、 ミニ トマ トほか

都南地域 高設栽培施設 1基 6．000 いちご

計 】 27．688 l



款（
＼

課

科目
（ 事務・事業名）

金額
（ 千円）

説

農業生産対策事業

農

業

振

興

費

3 ，7 6 2

（ 1）負担金

青果物等の生産出荷と価格の安定を図る価格安定制度等に係る経費の一部を負担する。

（ 2）補助金

野菜、花き及び果樹の安定生産に必要な諸条件を整備する。

・ 農業用廃プラスチック再生処理事業費補助金

農業用廃プラスチックの組織的な回収作業に対する助成。

・ りんごわい化栽培促進事業費補助金

りんごわい化栽培促進に係る苗木及び支柱の購入費に対する助成

・ 果実病害虫防除事業費補助貞

果樹栽培園地内及び周辺環境の予察調査に対する助成

（ 3）事務費等 予算額

4 8千円

1 9 7

区分 予算額　 「

岩手県農畜産物価格安定基金協会負担金 242千円

岩手中央青果物価格安定対策協議会負担金 1，000千円さ
盛岡市農業まつ り負担畜 1，100千円

事業内容 補助率 予算額

農業用廃プラスチ ック類の回収処理経費
左記の内運搬
費の1／2

（15万円を鞭度とする）

150千円

事業内容 事業量 補助率 予算額

苗木 1，432本 3／10
l，000千円

支柱 1，00 0本 柑／100

事業内容 補助率 予算額
予察資材費 1／3 222千円



課

科目
（ 事務・事業名）

金額
（ 千円）

説

3

農

業

振

興

費

農業改良普及事業 1 ，5 4 9 盛岡農業改良普及センター、盛岡地方振興局農政部、その他農業関係団体との連携を図

り、農業技術の改良とその普及を図るものである。

1 9 8

区　　　　　 分 予算額 内　　　　　　　　　　 容
盛岡市農業改良推進協議会負担
金

376千円 ■同協議会の事業費に対する市負担分
（事務局 ：農政課農政係）

芦盛岡地方農業改良普及協議会土
墳診断負担金

597千円 同協議会が行う土壌診断事業に対する市負
担分 （事務局 ：普及センター）

盛岡地方元気な園芸産地づくり
運動推進協議会補助金

230千円 盛岡地方における園芸振興を促進する同協
議会の事業費に対する補助 （事務局 ：振興局
l農政部／全額国庫→県財源）

盛岡地方元気な園芸産地づくり
運動推進協議会負担金

14 1千円 同協議会の事業費に対する市負担分 （事務
局 ：同上）

いわて農林水産振興協議会負担竿 69千矧

l

いわて農林水産祭の開催経費に対する市負
担分 （事務局 ：県農林水産企画室）

事務費等 136千円 農産物の品評会等に対する報賞費、研修会 貞
旅費など　　　　　 l



款 課

科目
（ 事務・事業名）

金額
（ 千円）

説

有責鳥獣対策事業

農

業

振

興

費

1 ，5 4 1 有害鳥獣の捕獲等を実施 し、被害の軽減を図るものである。

1 9 9

区　　　　　 分 予算額 内　　　　　　　　　　 容
農作物有害鳥獣対策事業費補助金 850千円 有害鳥獣による農作物被害防止のための描

獲 ・指導事業に対する助成

有害獣対策業務委託金

100千円

有害獣 （クマ）による農作物被害および人身
被害防止のための捕獲 ・指導事業に対する業
務委託

原材料費 500千円 有害獣 （カモシカ）による農作物被害防止の
ための防護網の原材料支給

役務費等 38千円 有害鳥獣対策にかかる役務費

需用費 53千円
一

有害鳥獣対策にかかる需用費



項
課

－2 0 0 －

「

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千 円）

事　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 明

3
農
業
振

興
費

農 業 青 年 育 成 事 業 205 農業担い手の育成・確保を促進するため，盛岡地方農業担い手育成推進協議会に対し経費の一部を
負担するものである。

・負担金 20 5，00 0 円 ＊名称 盛岡地方農業担い手育成推進協議会負担金



款

（

課

2 0 1 －

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務 ・ ■事　 菓　 等　 の　 説　 明

3

農

業
振
興
費

農 業 近 代 化 資 金

利 子 補 給 事 業

1，48 1 農業経営の近代化 に資するため，融資機関が貸し付けた資金 （期首融資残高25 5，34 9千円）に対

し，0．5％～0．9％の利子補給を行うものである。

地域農 業担 い手育成資
金 利 子 補 給 事 業

66 担い手農業者，生産組織の資本整備の高度化及び農業近代化に資するため，融資機関が貸し付け

た資金 （期首融資残高4 ，4 3 5 千円）に対し，1 ．5 ％の利子補給を行うものである。

農業経営基盤 強化 資金

利 子 補 給 事 業

1，348 認定農業者が経営改善計画に示した改善計画を実行していく上で必要となる長期資金の融資機 関

貸し付け（期首融資残高2 27 ，34 7 千円）に対し，0．27～ 1．0％の利子補給を行うものである。

認 定農業者育成確保資
金 利 子 補 給 事 業

15 認定農業者の経営改善，近代化を図っていくために融資機 関が貸し付けた資金 （期首融資残高6 ，0

0 0千 円）に対し，0．25％の利子補給を行うものである。

農 業 災害 対 策 資 金 等
利 子 補 給 事 業

34 平成 15年の低温等 による被害農業者の経営再建等のために融資機 関が貸し付けた資金 （期首融資

残高6，7 3 3千円）に対し，0．5％の利子補給を行うものである。



款 6・ 農 1・ 農
課

科目－
（ 事務・事業名）

金額
（ 千円）

務・ 事 業 等 の 説 明

3

農

振

興

中山間地域等直接支払

事業

1 9 ，4 8 2 国土の保全，水練かん養，良好な景観形成など多面的な機能を果たしている中山間地域等では，高齢

化が進行する中，平地と比べて農業生産条件が不利なことから，担い手の減少，耕作放棄地の増加により

多面的機能の低下が懸念されている。

このため，農業生産活動等を通じ中山間地域等における耕作放棄の発生を防止し，多面的機能を確保

する観点から，当該活動等を行う農業者等に対して直接支払を実施している。

直接支払は，集落又は個別で締結する耕作放棄防止を内容とする協定に基づき5年以上継続して農業

生産活動などを行う農業者等に支払う。

対象農地は特定農山村法の指定地域の旧簗川村や旧乙部村の農振農用地のほか，実態に応じて指定

された地域の農振農用地で，1h a以上のまとまりのある団地が対象となる。支払額は，傾斜度や小区画・不

整形（田），高齢化率，耕作放棄率等の基準に適合する場合，それぞれの単価に応じた額となる。

事業費 19，482千円

交付金 19，022千円 事務費・臨時補助員賃金等 460千円

交付見込対象面積 約99h a （対象面積総量 約214h a）

単価

交付金負担割合

特定農山村地域 国1／2 県1／4 市1／4

特認 地 域 国1／3 県1／3 市1／3

（

2 0 2 －

地　 目　 等 区　 分　 等 10a 当たり単価 8割 単価

水 田
急傾 斜 地 2 1，000 円 16 ，8 00 円

緩傾斜 地 8，000 円 6，4 00 円

畑
急傾斜 地 11，500 円 9，2 00 円

緩 候斜 地 3，500 円 2，8 00 円

草地
急傾斜 地 10，500 円 8，4 00 円

緩 傾斜 地 3，000 円 2，4 00 円

採 草放 牧 地
急傾斜 地 1，0 00 円 8 00 円

緩傾斜 地 300 円 2 40 円



款 課

2 0 3

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　　 務　　　　 事　　 業　　 等　　 の　　 説　　 明′

3

農

業

振

興

費

い ものこまつ り

開催事業

500 津志田産の里芋 を使 った芋の子汁 を市民に提供 し、芋 の子鍋をP R す ることによ り、農産物及

び地場産晶の需要 を高め、市民 とのふれあいの場を提供す ることを目的 として実行委員会が開催

す る、い もの こまつ り開催に要す る経費の一部 を負担す る。

・負 担 一金　 500，000 円

・開 催 時 期　 平成 18年 10月 （予定）

・開 催 場 所　 未定



款
課

2 0 4 －

（

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千 円）

事　 務 ・ 事　 業　 等　 ゐ　 ∵説　 明

3

農

業
振
興
費

中央卸売市場費特別会
計 へ の 繰 出 金

475，42 5 ○中央卸売市場管理運営に係る一般会計からの繰 出金　　　　 475，425 千円



款 6・ 農 林 費 項 ・ 農 業 費
産業 振 興 課

目
科目
（ 事務・事業名）

金額
（ 千円）

事務 ・ 事 業 等 の 説 明

3

農
業
振

興

費

農業経営基盤強化

促進対策事業

1 ，3 6 0 農業者を地域の農業の担い手となりうる集落営農組織や認定農業者へ誘導するとともに，認定農業者の

経営改善計画の達成に向けた研修や情報交換会を行い，意欲と技術の向上を図るものである。

・ 地域マネージャ（支援アドバイザー）報償 936千円

・ 認定農業者協議会補助金 175千円

・ その他事務費 249千円

水田農業構造改革事業 1 ，7 5 7 米政策改革大綱を受けて16年度から18年度までの3年間で行う米政策改革を契機に，生産調整の達
成を主目的とした事業から，米づくりの本来あるべき姿に向けた水田農業構造改革を地域で統一的・総
合的に実践する事業に転換し，この一環として生産調整を推進するものである。

・ 生産調整推進員報償 620千円

・ 転作対策事業費補助金 663千円

・ その他事務費 474千円

いわて 担い手

支援総合対策事業

（ 後継事業に移行予定）

4 ，9 8 0 担い手と 型経営 の経営 制の 備と 営基盤

安定的な農業構造とするために必要な整備を行うものである。

（ 県補助金 1／3＋市補助金1／6＝1／2補助）

経営 を効率的 ・

2 0 5 、－

受益地域　　　　 事業内容 事業量 ■補助金（千円） 対象作物

玉山地域 】パイプハウス　　　 1 10棟 2，880 ピーヤシ

玉山地域　 枝豆収穫画 W　　　 ⊆　 1式 1，650 枝豆

玉山地域　 選別 コンベア 1台 150 枝豆

玉山地域 ！袋詰機 1台 30 0 枝豆

計 岳
l

4，980



款 6・ 農 林 費 項 1・ 農 業 費
産業 振 興 課

目
奉 目

（ 事務・事業名） （ 千円）
事務 ・ 事 業 等 の 説 明

3

農
業

振
興

費

農業生産対策事業 3 4 1 ○補助金

・ 農産物生産振興対策事業費補助金 216千円

トレサビリティーシステムの構築を図り、青果物の生産拡大を進め、消費地への安定供給を図るものである。

事業に対する助成

事業主体 ：新岩手農協 農協1／2 市町村面積割1／2

・ 野菜価格対策事業費補助金 125千円

野菜の販売生産における最低保証価格の補完をする事業に対する助成をするものである。

事業主体：新岩手農協 市1／4、農協1／4、受益者1／2の割合で基金造成

対象品目：キャベツ・ピーマン

有害鳥獣対策事業 2 9 6 有害鳥獣の捕獲等を実施し、被害の軽減を図るものである。

2 0 6 ＿

（

（

区　　　　　 分 予算額 l　　　 内　　　　　　　　　　 容
有害鳥甑綺宥葉蘭委託
料

200千円 有害′酢酌き盲盲‾麗行商蘭書及び人身被害防止の

ための捕獲 ・指導事業に対する助成
消耗品 ▲恥 岳8千円 防除スプレー、捕獲用はちみつ、注意表示板

食料費

l
8千円

【

【猟友会総会等軒 叩 「



款 6・ 農 林 費 項 ・ 農 業 費
産業 振 興 課

2 0 7

目
科　　 目
（事務・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務　 ・　 事　 業　 等　 の　 説　 明

3

農
業
振
興
費

中山間地域等直接支払

専業
37，98 6 国土の保全，水源かん養，良好な景観形成など多面的な機能を果たしている中山間地域等では，

高齢化が進行する中，平地と比べて農業生産条件が不利なことから，担い手の減少，耕作放棄地の

増加により多面的機能の低下が懸念されている。

このため，農業生産活動等を通じ中山間地域等における耕作放棄の発生を防止し，多面的機能を

確保する観点から，当該活動等を行う農業者等に対して直接支払を実施するものである。

直接支払は，集落又は個別で締結する耕作放棄防止を内容とする協定に基づき5年以上継続して

農業生産活動などを行う農業者等に支払うものである。

対象農地は特定農山村法の指定地域 （玉山区全域）の農振農用地で、 1h a以上のまとまりのある

団地が対象となる。支払額は，傾斜度や小区画・不整形 （田），高齢化率，耕作放棄率等の基準に

適合する場合，それぞれの単価に応じた額となる。

事業費 37，98 6千円

交付金 37，413千円 事務費 ・臨時補助員賃金等 573千円

交付見込対象面積 216h a

単価

交付金負担

国1／

地　 目　 等 区　 分　 等 10a当たり単価 8割単価

水田
急傾斜地 21，000 円 16，800 円

緩傾斜地 8，000円 6，400 円

畑
急傾斜地 11，500円 9，200 円

緩傾斜地 3，500円 2，800円

草地
急傾斜地 10，500円 8，400円

緩傾斜地 3，000円 2，400円

採草放牧地
急傾斜地 1，00 0円 800円

緩傾斜地 300円 240円

割合

県 1／4 市 1／4



款 6・ 農 林 費 1・ 農 業 費
産業 振 興 課

2 0 8 －

（

目
科　　 目
（事務・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務　 ・　 事　 業　 等　 の　 説　 明

3

農
業
振
興
費

いきいき農村漁村づくり

支援事業

720 「食料 ・農業・農村基本法」の基本理念に即し、地域ぐるみで地域の農業構造を変革していくため、地
域農業に関わる幅広い関係者の地域合意形成の定着化を推進することにより、地域の担い手となる経
営体の確保・育成を図るものである。

・農業農村活性化推進員報償　　 720千円



6 ， 農 項 1 ． 農
課

－2 0 9 －

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務 ・．事　 業　 等　 の　 説　 明

4

畜
産
業
費

畜　 産　 振　 興　 事　 業 5，438

安定的、効率的な畜産経営を実現するため、各種補助事業を実施し、畜産振興を図るものである。

区　　　　 分 補助率等 予算額 内　　　　　　　　　　　　 容

岩手県畜産協会負担金 249 畜産の経営及び技術指導を行う協会の運営経費の一部を負担。

いわて和牛中央育種組合負担金 320 肉用牛の生産改良増殖を図る育種組合の運営経費の一部を負担。

岩手県短角牛振興協議会負担金 86 日本短角種の改良増殖を行う協議会の運営経費の一部を負担。

紫波地方畜産振興協議会負担金 100 協議会が行う家畜損害防止事業に必要な運営経費の一部を負担。

いわて中央畜産共進会負担金 100 都南，紫波，矢 巾地区共催の畜産共進会開催経費の一部を負担。

岩手県馬事振興会負担金 30 馬事振興及び馬事文化の維持継承を図る振興会の運営経費の一部を負担。

いわて牛普及推進協議会負担金 3 13 いわて牛の消費拡大を図る協議会の運営経費の⊥部を負担。

肉用牛改良増殖事業費補助金 1，182 事業主休 事　　 業　　 内　　 容

原種牛造成事業 30／100以内 163 盛岡市和牛改良組合 廣良子牛の保留事業に対する助成。

和牛研究会事業 45／100以内 80 盛岡市和牛改良組合 和牛共進会の開催経費に対する助成。

受精卵移植事業
採卵＠27千円／頭

移植＠9千円／頭
畠20 盛岡市農業協同組合

受精卵移植技術普及活動に対する助成。

45／100以内 130 岩手中央酪農業協同組合

肉用牛改良増殖事業 45／100以内 58 9 都南和牛改良組合 優良子牛保留及び共進会開催経費に対する助成。

簗川牧野有効活用促進事業費補助
金 定　 額 520

東部地区の畜産振興と活性化を図るため、簗川牧野農業協同組合

の運営費に対し助成。

御大堂牧野放牧促進事業費補助金 定 額 1．100 御大堂牧野農業協同組合が行う放牧事業等に要する経費に対し助成。

種雄牛管理事業費補助金 45／100以内 940 種雄牛の飼養管理を行うための経費を助成。

肉豚価格差補てん事業費補助金 帥甥×＠別対円ズ】／さ 60 価格下落時に生産者に補填金を交付する事業基金積立金の一部を助成。

畜産共進会輸送費補助金 ＠7千円／頭 7 県以上の畜産共進会に出品した生産者に対し輸送費の一部を助成。

家畜導入事業補助金
牛＠20千円／頭

馬＠40千円／頭
80
優 良な繁殖用素牛の導入により、能力の高い経済力のある家畜の繁

殖を行い、経営の安定を図る。

短角牛生産対策事業補助金 ＠20千円／頭 40
価格の有利な交雑種 （F l）生産を推進する方針から、純種の素牛を

確保するため短角子牛を保留・導入したものに助成。

その他の経費 311
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肉用牛生産振興対策事業 21

繁殖素牛の自家保留に必要な経費に対する利子補給。

．・肉用牛生産振興対策事業利子補給補助金 2 1千円（負担区分 ：県 1／ 2、市1／ 2）

家畜貸付事業 1，406

農業協同組合を通じて営農者に家畜を一定期間貸し付けることにより、農業者の営農基盤を確立し、畜産振興を図る。

・動物購入費 1，3 72 千円

・その他の経費　 34千円

家畜衛生対策事業 584

「家畜伝染病予防法」に基づく家畜の検査・予防注射等に係る事務の処理を行うとともに、放牧衛生及び家畜自衛防疫の推進を

図る。

・岩手県中央家畜衛生協議会負担金 2 3 1 千円

・その他の経費　　 3 5 3千円

畜産経営環境保全対策事
業 22

畜産経営による環境汚染を防止するため、農家の実態調査及び巡回指導を行う。

・旅費　　　 1 7千円

・その他の経費　　　 5千円

へい獣保冷庫運営事業 367

へい獣の適正処理を行うため、岩手県央へい獣処理協議会が管理運営するへい獣保冷庫の運営費を負担するもの。

・岩手県央へい獣処理協議会負担金 3 6 7 千円
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畜産振興事業 7，004

畜産振興事業　　　　 6，4 5 3 千円

安定的、効率的な畜産経営を実現するため、各種補助事業を実施し、畜産振興を図るものである。

区　　　 ‾分 補助率等 予算額 内　　　　　　　　　　　　 容

盛岡北都畜産共進会実行委貝会負担金 350 盛 岡、岩手、葛巻共催の畜産共進会開催経費の一部を負担

全国和牛登録協会負担金 2 登録牛を飼養している会員の負担金 （牧野の種雄牛 3頭）

区　　　　 分 補助率等 予算額 事業主体 内　　 容

畜産振興推進事業補助金 定額 70 新岩手農協 短角牛子牛共進会開催経費の一部を助成

種雄牛管理補助金 35千 円／頭 175
新岩手農協、丸泉寺
牧野農協、馬産組合

種雄牛馬の冬期管理費の一部を助成

黒毛和種地域内保留対策事業補助金 20千 円／頭 700 新岩手農協 薪岩手農協東部管内産子の優良牛導入保留の一部を助成

牧野放牧牛互助会補助金 定額 35 牧野放牧牛互助会 牧野放牧牛互助会事業の一部を助成

家畜導入事業補助金 20千円／頭 600
薪岩手農協、岩中酪
農協、馬産組合

優良繁殖雌牛馬の導入経費の一部を助成

畜産共進会輸送費補助金 5．6干 円／里 112 農家 県畜産共進会出品牛馬の輸送費の一部を助成

強い農業づくり交付金事業補助金 2，770
l家畜導入事業 92干円／頭 920 新岩手農協 黒毛和種繁殖素牛の導入の一部を助成

l乳用牛群検定普及定着化事業 42．2／100以内 1，764 新岩手農協 良質牛改良の乳成分検定事業の一部を助成

乳用種雄牛後代検定推進事業 国 ・県 100％ 86 薪岩手農協 種雄牛の造成検定事業に国 ・県が全額助成

区　　　　 分 補助率等 予算額 内　　　　　　　　　　　 容

家畜導入事業資金供給事業繰 出金 921 強い農業づくり交付金事業の当該年度家畜導入費を基金に繰出

その他経費 7 18

肉用牛生産振興対策事業 5 5 1 千円

黒毛和種繁殖素牛の 自家保留に必要な経費に対する利子補給

・肉用牛生産振興対策事業利子補給補助金 5 1千円（負担区分 ：県 1／2 、市 1／ 2）
短角牛の素牛を確保するために必要な子牛の保留・導入経費の一部を助成

・短角牛生産対策事業補助金 14 0 千円（市単独事業：7頭 ×20千円）
短角牛振興のため、公共牧場に入牧した 12ケ月齢以上の雌牛に放牧経費の一部を助成

・日本短角種振興事業補助金 ‾ 3 6 0 千円（市単独事業：225頭 ×1，600 円）
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家畜衛生対策事業 699 「家畜伝染病予防法」に基づく家畜の検査 ・予防注射等に係る事務の処理を行うとともに、放牧衛生及び家畜 自衛防疫の推進を

図るものである。

・臨時補助員貸金 、家畜保定人夫賃金 62 2 干円

・その他の経費　　 7 7千円

畜産経営環境保全対策車
業

3，153 畜産経営環境保全対策事業

・畜産環境保全推進事業補助金 2 60 千円 （市単独事業 ：定額）
畜産環境保全及び地力向上が 目的の、蒙畜ふん尿汲み取り事業費の一部を助成するものである。■

・有機物資源活用促進事業 2，8 35 千円（市単独事業：8集団 8棟）
碓きゅう肥を有効資源として活用するための畜産農家の堆肥舎及び耕種農家の堆肥ストックヤード整備の一部を助成するも

へい獣保冷庫運営事業

・北岩手へい獣処理協議会負担金 5 8千円

へい獣の適正処理を行うため、北岩手へい獣処理協議会が管理運営するへい獣保冷庫の運営費を負担するものである。
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飯 岡 第 一 地 区 ほ 場

整 備 事 業

（細 目00 1細 々 目 03 ）

千 円

57，13 6 飯岡第一地区ほ場整備事業 （平成8年度完工）に係る非農用地 （道路用地・農業構造改善センター

用地等）創設に伴い、事業費のうち受益者負担の償還金及びこれに係る事務費に対し助成を行うもの

である。

償遼金補助金 56，433千円

事務費補助金 703千 円

太 田 西 部 地 区 土 地

改 良 総 合 整 備 事 業

（細 目001細 々 目05 ）

15，04 9 県営土地改良総合整備事業 （平成 13年度完工）に係る事業費の受益者負担償還金に対する助成

及びこれに係る事務費に対し、助成を行うものである。

償還金補助金 14，75 1千円

事務費補助金　 298千 円

渋 民 線 整 備 事 業

（細 目002 細 々 目04 ）

6，20 0 玉山区渋民地内において，既存の農道渋民線と渋民土地区画整理事業区域の都市計画道路との

取付け部分を整備するもの。

・道路築造工（t＝3c） L ＝78．5m ，W ＝3．5m ，側溝 工（V S 300＊300）
L ＝41．2m ，ガードレール設置工 L ＝61．Om

・用地購入 490Ⅰポ，雑木補償
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農 業 基 盤 整 備 事 業

（細 目003 細 々 目01 ）

千 円

73，24 8 県、改良区、農業者等が行う土地改良事業に対する事業費の負担や助成により、農業基盤整備の促進，

適正な維持管理を図るものである。

（70）

《広域基盤整備計画調査事務》
東北農政局北上土地改良調査管理事務局が実施する広域基盤整備計画調査事務 について，委託事務と

して市が土地利用状況調査及び社会経済動 向把握調査を行うための事務経費。
消耗 品費70千円

（281） 《岩手県土地改良事業団体連合会等負担金》

農業農村整備事業の推進を図ることを目的に組織され、技術的な指導、教育、情報捏供、調査研究を行

うために必要な経費を負担するものである。

会員は、県内市町村及び土地改良区で組織されている。

会員数 ：119（市町村61、改良区58 ）

（15，07 3） 《盛岡南部地区土地改良事業促進協議会負担金》

盛岡南部地区の国営農業水利事業及び付帯県営事業の推進並びに、管内基幹水利の整備の早期改

修事業実施の促進を図るため組織された協議会である。

運営に係る事務費への助成，及び県営事業の地元負担に対する補助金を支出している。

関係市町 ：盛岡市、矢 巾町、紫波町

運営負担金 1，103千円

特別負担金 13，970千円

（15 8） 《鹿妻穴堰管内水路等利用調整連絡協議会負担金》

浪住化により家庭等からの生活排水による農業用水の汚濁が生じているため，鹿妻穴堰管内の水

利施設の推持，保全等について，関係機関が調整協議し，基幹水利機能を適切に維持管理するた

め組織された協議会に対する負担金。

関係市町 ：盛岡市、矢 巾町、紫波町

均等割 70千 円 地籍割 8 8千円
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（5，37 8） 《県営畑地帯土地改良総合整備事業盛岡西部地区負担金》

県営かんがい排水事業と付帯し、畑地帯の用水不足解消のため、末端用排水路の新設により、かんがい

設備の整備と、排水路、農道整備を実施している事業に対する負担金。

関係市町 盛岡市、矢 巾町

負担割 10％ （市町受益面積割、属地割）

（19，92 5） 《広域農道整備事業盛岡西部地区負担金》

盛岡地方広域営農団地における、各団地を環状的に結ぶ農道を一体的に整備し，農産物及び生産資材

の流通体系を確立し、農業経営の合理化と農村環境の改善を図るため整備している事業に対する負担金。

玉山工区から上米内地内国道455号線に取り付く区間を整備する。

関係市町村 盛岡市（玉山区含む）、雫石町、滝沢村、紫波町、矢 巾町

負担率 12．65％ （属地割）

（3，22 7） 《国営造成施設管理体制整備促進事業負担金》

国営及び付帯県営事業により造成された施設の多 目的機能 について、地域における適切な取組みを

推進する観点から、多 目的機能が地域に定着、浸透するまでの間（5年間）、県が事業主体となり、市町村

と連携を図り土地改良区の管理体制を整備するための、推進事業、強化事業に対し負担する。

・関係市町村
盛岡市 （玉山区含む）、雫石町、滝沢村、八幡平市、紫波町、矢 巾町

・事業年度 平成 17年度～平成21年度

（2，00 0） 《県営農業農村整備事業調査太田地区負担金》

太 田地区県営ほ場整備事業（昭和60年度完工）による農業用用排水施設が経年変化により，著しく老朽化が
進行しており，これら施設の改築のため県営農業農村整備事業の導入が必要なことから，県単独調査事業に
対して負担をするものである。

・実施年度 平成17，18年度
・負担割合 50％（岩手県50％）
・関係 市町村 盛岡市
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（660） 《農地・水・農村環境保全向上活動支援実験事業負担金》

これまで集落など地域の共同活動によって保全替理されてきた農道や農業用水路等の資源が，近年の

集軍機能の低下により地域共同活動が衰え，農村の振興に支障をきたしている。このような問題を抱える集落

について，地域共同の事業を援助し，農業者めみならず埠域住民等の多様な主体の参加を促し，農村地域の

振興を目指す資源保全施策 （平成19年度から国が導入予定）の確立を検討するための実験事業である。

・負担割合 国50％，県25％，盛岡市負担額 25％

（4，62 0） 《県営ため池等整備事業渋民地区負担金》

玉 山区■渋民地区にある昭和43年に設置された第2渋民主幹線用水路の老朽化が顕著なため，

災害未然防止，用水の安定供給，維持管理費の節減を図るために改修を実施するもの。

・事業期間 平成 17年度～平成21年度

・負担率 国50％，県 35％，市 11％，農業者等4％

（1，49 6） 《国営かんがい排水事業盛岡南部地区補助金》

基幹水利の改良と水管理環境の施設整備 による水利用の適正化を推進するとともに、ほ場整備や、畑地

かんがいの施設を導入し、農産物の需要動向に即応し得る農業生産構造の確立を図り農業経営の安定

向上を図るため施行した事業費の受益者負担に係る分を助成するものである。

関係市町：盛岡市、矢巾町

事業実施年度 平成元年度～平成10 年度

平成 5年から10年度事業の内、西部地区にかかる地元負担4 ％の内1．5 ％を受益面積割で補助している。

事業完了後の事業費確定後の平成11年度から平成26年度まで、定額1，496千円補助するものセある。

債務負担行為議決済
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（15，90 7） 《農業用施設等維持改良事業補助金》

農業用施設及び農地を適正に維持管理し，または整備することにより，農業の経営の安定及びその発展に

資するため，農業者又は農業者の組織する団体が行う農業用施設等の維持補修，改良または新設に

要する経費に対し，予算の範囲内で補助を行うもの。

・補助率
農道整備事業　 7 2％

かんがい排水事業（用排水路整備等） 72％ （改良区管理 36 ％）

災害復 旧事業　 6 3％ （農地） 8 1％ （農業用施設）

（70 1） 《土地改良施設稚持管理適正化事業費補助金》

ほ場整備等土地改良事業で造成した水路施設等の老朽化 により漏水等、機能に支障を来している。

このため、土地改良区が事業計画を定め、補修工事等事業に対し受益者負担の軽減を図るため助成

する。

○岩手山麓連合

・補助率 事業費の30 ％×面積割25．7‾％

・今年度 事業費 9，100千円

・事業量 外面塗装62．67m ，支台補修12基

・補助金 701千円

（3，613） 《基幹水利施設管理事業費補助金》

基幹水利施設 （頭首工、揚水機場、分水工、吐水槽等）の維持管理事業に対し助成する。，

・鹿妻穴堰頭首工関係
関係市町 盛岡市、矢巾町、紫波町

補助率 、10 ％ （受益面積割） 840千円

・西部揚水機場関係
関係市町 盛岡市、矢巾町

補助率 20 ％（受益面積割） 1，18 8千円

・岩洞地区
関係市町村 盛岡市、滝沢村、玉山村

補助率 10 ％ （受益面積割） 1，58 5千円



6 ． 農 林 費 1 ． 農 業 費
課

ー2 1 8 －

し

目
科　　 目
（事務・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務　 ‾・　 事　 業　 等　 の　 説　 明

5

農

地

費

（5） 《団体営土地改良総合整備事業費償還補助金（手代森、草志田地区）》

昭和53年度から昭和6 1年度まで、土地改良総合整備事業及び小規模排水事業により整備した

事業費の受益者負担の借入償還の利子に対し助成するものである。

・期 間 昭和54年度から平成18年度まで

・補助率 毎年の償還に係る利子の40％補助
17年度償還利子 10，272×40％＝4，108円

（134） 《その他の経費》

諸会議負担金 12千円

旅費　 122千円



款 6 ． 農 林 費 1 ． 農 業 費
課

＿2 1 9 ＿

目
科　　 目
（事務・事業名）

金　 額
（千円）

事 一　 務　 ・　 事　 業　 等　 の ．説　 明

5

農

地 ’

費

農 業 施 設 維 持

管 理 事 業

（細 目004 細 々 日 01 ）

千 円

27，40 1 農作業の利便を図るた吟、農道や排水路の維持補修及び整備済農道の除雪を行うとともに、緊急に

補修を必要とする箇所を対象に補修用原材料を支給し，また虚業用施設の維持補修を行うものである。

・農道除雪 9 路線

・農道 ・水路等補修用原材料費 砕石、U 字溝、側溝蓋等

・江柄地区農業集落飲雑用水供給施設 維持管理経費 叫式

・江柄飲雑用水供給施設緊急通報装置設置工事

・西郡川農業用施設改修工事（玉山区）



款 第6 款 農 林 費 項 第1 項 農 業 費
産業 振 興 課

2 2 0

し

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務 ・　 事　 業　 等　 の　 説　 明

5

農
地
費

農 業 基 盤 整 備 事 業 22，379 ○県営かんがい排水事業門前寺地区補助金 7，734千円

岩手県が実施した県営かんがい排水事業門前寺地区に要した費用のうち玉山土地改良区 （地元負担分

5％）負担分で農林漁協資金借入による元利金噂還に補助するものである。

○新生産調整推進排水対策特別事業玉山地区補助金 2，940千円

岩手県が実施した新生産調整推進排水対策特別事業玉山地区に要した費用のうち玉山土地改良区（地
元負担分5％）負担分で農林漁協資金借入による元利金償還 に補助するものである。

○新生産調整推進排水対策特別事業 日戸二子沢地区補助金 4，595千円

岩手県が実施 した新生産調整推進排水対策特別 事業 日戸二子沢地区に要した費用 のうち玉山土地改
良区（地元負担分5％）負担分で農林漁協資金借入による元利金償還に補助するものである。

○新生産調整推進排水対策特別事業浮島地区補助金 672千円

岩手県が実施した新生産調整推進排水対策特別事業浮島地 区に要した費用のうち一方井土地改良区
（地元負担分5％）負担分で農林漁協資金借入による元利金償還に補助するものである。

○土地 改良総合整備事業補助金 112千 円

上釘の平土地改良事業共同施行が実施した土地改良総合整備事業に要した費用のうち地元負担分で
農林漁協資金借入による元利金償遅に補助するものである。．

○小規模土地改良かんがい排水事業補助金 99千円

昭和 51年度 に上 山地区かんがい排水事業で整備した土地改 良施設 （上 山揚水機）の維持管理費用 に
補助するものである。



第6 款 農 林 費 第1 項 農 業 費
産業 振 興 課

ー2 2 1

目
科 ， 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事 ・務　 ・ ＿事　 業　 等　 の　 説　 明

5

農

地
費

農 業 基 盤 整 備 事 業 ○土地改良施設維持管理適正化事業補助金 3，845千円

ほ場整備事業等土地改良事業で造成した水路施設等の有効利用を図る上で整備補修が極めて重要
な課題となっているため，土地改良区が事業計画を定め実施する当該事業に対して受益者負担の軽
減を図るため助成するものである。

○農業用施設等維持管理事業補助金　 2，160千円

農業用施設及び農地を適正 に維持管理し，または整備することにより，農業の経営の安定及びその
発展 に資するため，農業者又は農業者の組織する団体が行う農業用施設等の維持補修，改良または
新設 に要する経費に対し補助するものである。

・H 18予定 かんがい排水事業 3件 2，160，000円

○その他事務費　 222千円



款 農林 費 項
玉山総合事務所建設課

2 2 2 －

（

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 明

5

農
地
費

農業施 設維持管理 事業 3，41 4 ○農道除排雪事業

集落間を結ぶ生活路線として不可欠な農道を，市道及び林道と同様，一体的な除雪対応を行うこ

とにより，冬季間の除雪を効率的に進めることによって，住民生活の安定を図るものである。
賃金 180 千円

委託料 320 千円

○玉山トンネル維持管理事業

広域農道の施設の一部であり，その役割，機能を確保 していくため，また緊急時等の迅速な対応等の

ため推持管理を図るものである。

光熱水費 1，100 千円

施設点療等委託料 431 千円

電報電話料 384 千円

その他の経費 99 千円

○農道椎持補修事業

農道，農業用水路等農業施設を碓持管理及び支障発生等に対し迅速に対応することによって，安

全に，かつ有効に利用することによって，農業者全般の高揚を高め，活性化させ人材育成と農業生産

の向上を図るものである。

使用料及び賃借料 （機械器具借上料） 100 千 円

本工事費 500 千円

原材料費 300 千 円



6 ． 農 林 費 1 ． 農 業 費
課

2 2 3 ＿

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円） 事　 務　 ・　 事　 業　 等　 の　 説　 明

6

構
造

改
善

セ

ン
タ
1

費

構 造 改 善 セ ン タ ー

管 理 事 業 9，2 12

農業生産団体の育成、農業生産向上のための各種研究会や会議、地域社会における農家 ・非農家

間の交流及び地域住民の生活文化の向上を図るために設置された飯岡農業構造改善センター及び

乙部農業構造改善センターの維持管理を行うものである。

構造改善センター管理運営事業費

臨時職員等貸金 4，3 0 0 千円

その他の経費　 4 ，91 2千円



款 6・ 農 項 1・ 農
課

目
科目
（ 事務・事業名）

金額
（ 千円）

事務 ・ 事 業 等 の 説 明

6

●

構

造

改

善

ン

タ

地区振興センター等管
理運営事業

9 7 5

農山村地域の定住化を促進するために設置された地区振興センター等の椎持管理等を行うものであ
る。

・ 施設維持管理 595千円のうち施設修繕費 224千円（中津川地区振興センター屋根塗装修繕）

2 2 4 －

内　　 訳 H 18 H 17（当初予井）

・施設維持管理 595千円 682千円

・中山間振興施設管理運営費補助金 360千円 360千円

・全 国中山間地域振興対策協議会会費 10千円 10千円

・中山間地域振興対策協議会東北支部会費 10千円 10千円

計 975千円 1，062千 円



課

2 2 5 ＿

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千 円）

事　 ■務 ・ ‾事　 業　 等　 の　 説　 明

6
構
造

改
善

セ

ン
タ
1

費

川 目地 区憩 い の広 場
管 理 運 営 事 業

592 県が平成 14 年度末に国道106 号の休憩施設として，産直 「てんぐの里10 6」東側に整備した駐車場

及びトイレについて，他の類似施設「道の駅J同様 に地元市町村で維持管理を行うものである。

州 目地区憩いの広場管理運 営事業費

電気料 11（5）光熱水費 369千 円

浄化槽検査手数料 12 （5）手数料 137千円 ＊内訳 ・浄化槽検査手数料 11千円

浄化槽汲取手教科 126千円

浄化槽維持管理委託料 13 （1）委託料 86千円



款 農林 費
生活改善センター

2 2 G －

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務 ・ ‾事　 業　 等　 の　 説　 明

6

構
造
改
蓋
仁コ
セ
ン′
タ
l

費

生活改善センター

管理運営事業

954 川 目，簗川，横 田茂及び砂子沢地区の生活環境の整備，健康意識の向上等地域課題の解決に資する

ため，次の4項 目に重点をおいて事業を推進する。

（1）地域関係団体との協調体制の確立

地域町内会等各団体との協調体制により，相互事業の 円滑な推進を図る。

（2）生活改善意識の啓発

栄養教室，生きがい教室，教育映画等を実施し，住民の生活改善の向上を図る。

（3）健康づくり

保健センターの協力を得て保健教室や栄養教室を実施し，健康管理の向上に努める。

（4）施設の利用提供

地域 関係 団件の諸研修や各種集会等に対し，積極的に施設の貸し出しを行う。



款 第6 款 農 林 費 第1 項 農 業 費
産業 振 興 課

－2 2 7 －

日
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務　 ・　 事　 業　 等　 の　 説　 明 －

6

構
造
改
蓋
Fコ
セ

ン
タ
l

費

活性化センター

管理運営事業

6，06 7 農業の衰退 を解消すべ く地域青少年 の育成の場、観光客に地域農業を理解 してもらう場、都
市住民との交流の場、ふれあい施設 として平成 11年に整備 した活性化施設 （岩洞活性化 セン

クー ・町村活性化センター）の管理を指定管理者制度 により地元の薮州地区活性化推進協議会
を指定 し、良好な管理運営を行 うものである。

・委託料　 6，067千円
岩洞活性化センター 5，867，400円 （指定管理料）

町村活性化センター 199，500円 （指定管理料）

岩洞体験農園

管理運営事業

300 都市住民への豊富な自然環境のアピールと交流を促進するために整備 した岩洞体験農園の管
理運営費を薮川地区活性化推進協議牟に補助するものである。

岩洞体験農園 102区画′　 管理運営補助金 300千円



款 農
玉山生活改善センター

ー2 2 8

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

′金　 額
（千円）

事　 務　 ・　 事　 業　 等　 の　 説　 明

6

構
造
改
善

セ
ン′
タ
1

費

生 活 改 善 セ ン ター

管 理 運 営 事 業

6，163

／

地域の実態に即応し、農林家の生活改善を図るために必要な指導、講習、実習等を行い、及び集会

のための施設としての機能が十分に発揮できるよう管理運営に努めるとともに、地域住 民の交流の場

を提供するものである。

○清掃管理業務委託料　 4，72 5 千円

○遠隔警備委託料　 275 千 円

○その他の経費　 1，16 3 千 円



款
健康 増 進 センター

2 2 9 －

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 明

6

埠
造
改
蓋
Fコ
セ
ン′
タ
1

費

健 康 増 進 セ ン ター

管 理 運 営 事 業

1，026 農村地域 における住民の健康の増進及び体力の向上を図る施設としての機能が十分に発挿できるよう

管理運営に努めるとともに、地域住民の交流の場を提琴するものである。

○施設管理業務委託料　　 506 千円　 ●

○施設周辺環境整備業務委託料　 65 千円

○その他の経費　　 455 千円



款 農業
就業 改 善 セ ンター

2 3 0 －

′
l

（、

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円） 事　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 明

6

構
琴
改 ′
蓋
P
セ
ン‘
タ
1

費

就 業 改 善 セ ン タ ー

管 理 運 営 事 業

7，47 5 農村地域において、農業従事者がその希望及び能力に従って工業等へ就業することを促進すること

により、農業と工業との均衡ある発展に資するとともに、地域福祉の増進を図る施設としての機能が

十分に発挿できるよう管理運営に努めるものである。

○清掃管理業務委託料　 5，32 4 千円 ・

○浄化槽管理委託料　 43 千円

○暖房設備保守管理委託料　 63 千円

○遠隔警備委託料 ． 303 千円 ，

○その他の経費 1，742 千円



6 ． 農 項 1 ． 農 業 費
課

－2 3 1 －

目
科　　 目

（事務・事業名）
金　 額
（千 円）

事　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 明

7

牧

野
管
理
費

牧 野 管 理 運 営 事 業 5，29 3 管内の畜産振興を図るため、5月中旬から1 0月 中旬まで市営牧野 （区界牧野、岩神 牧野）において、牛 （日本短角種、

黒毛和種及 びホルスタイン種）及び馬の預託放牧を行うものである。

（1）区界牧野

所在地 下閉伊郡川井村 田代第 1地割 （簗川牧野農 業協 同組合所有）

面 積 247．9236ha （内改良草地 83ha）

（2）岩神 牧野

所在地 盛岡市簗川第 2地割 5 2番地 1 （簗川 牧野農業協同組合所有）

面 積 73．4ha （内改良草地 21ha）

・放牧牛看視等賃金 3 ，3 1 1千 円（区界牧野 2名、岩神牧野 1名．）

・草地用肥料等原材料費 1，2 0 5 千 円

・その他 の経費 7 7 7 千円



款 6 ．農 林 費 項 1 ．農 業 費
産業 振 興 課

つ3 2 ‾

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　 務　 ・　 事　 業　 等　 の　 説　 明

7

牧

野
管

理
費

牧野管理運営事業 22，267 管内の畜産振興を図るため、5月中旬から10月未まで市営牧野 （山谷川 目牧野、姫神実験牧場）において、牛 （ホルスタイン

種、黒毛和種、日本短角種）の預託放牧を行うものである。

（1）山谷川 目牧野

所在地 盛岡市玉山区玉 山字大平卜10 （民有地を借用）

面 積 210ha（内改良草地87．6ha）

（2）姫神実験牧場

所在地 盛岡市玉山区姫神岳国有林67イ林小班 （森林管理署有地を借用）

面 積 165．4ha （内改良草地52．2ha）

・看視人及びオペレーター賃金・社会保険　 9，6 6 5 千円 （5人）

・需用費（肥料、ラップフィルム、燃料費、修繕料、医薬材料費、飼料費等） 乳 7 73 千円

・種雄牛冬期管理委託料 1，2 18 千 円

・牧野用地借上料 1，23 7 千円

・その他の経費 1，3 7 4 千円



6 ． 農 林 費 2 ．
課

－2 3 3 －

目
科　　 目

（事務 ・事業名）

ー金　 額

（千 円）
事　　 務　　　　 事　　 業　　 等　　 の　　 説　　 明

1

林

業

総

務

費

総　 務　 事　 務 94，78 7 ・職員給与費 （林政課長，課長補佐，林政係 ・森林管理係 13名） 9 4 ， 5 1 8 千円

・旅費 （研修会旅費、市外 日帰 り旋費） 5 8 千円

・需用費 （消耗品、被服費等） 1 6 3 千円

・役務費 （ファックス使用料）　 4 8 千円

林業 活 性 化 対 策 事 業 170 総合的な森林施策の推進に関す る重要事項 を調査審議するため、盛 岡市林業振興審議会 を開催する。

・委員報酬　　 1 7 0 千円
定例審議会年 1回 10，000円×17名分

林 業 関 係 団 体
育 成 強 化 事 業

643 林業活性化 を目的 とする各林業関係団体の活動に資す るため、負担金を支出する。

北上川上流嘩域森林 ・林業活性化セ ンターほか 8 団体　 6 4 3 千円

森　 林　 保　 全　 事　 業 2，3 14 森林 火災を未然に防 ぐために、民有林火防巡視人や広報車による呼びかけや横断幕等 による注意喚起

を行なう。

・民有林火防巡視人 （9 名）貸金 1 ， 3 4 4 千円

・広報車 による広報活動委託 1 6 8 千円
盛岡市森林整備計頭割こ添 って、市内氏有林 （旧盛 岡市分）の森林施業を推進するため、森林保全巡視 ・

を実施 し、森林機能の高度発揮に資す る。

民有林面墳 （旧盛岡市） ： 2 7 ． 8 0 7 h a

・森林保全巡視業務　 8 0 2 千円

森林整備計画樹立事務 320 平成 17年度 に策定 した盛岡市森林整備計画の製本 を行 う。

・消耗品費 製本用品等　 4 0 千円

・印刷製本費 計画図コピー代 ＿ 2 8 0 千円



6 ． 農 林 費 2 ． 林 業 費
産業 振 興 課

2 3 4 －

日
科　　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　　 務　　　　 事　　 業　　 等　　 の　　 説　　 明

1

林

業

総

務

費

総　 務　 事　 務 468 ・旅費 （研修会旅費）　 1 2 千円

・需用費 （消耗品、燃料費、車検修理代） 3 4 3 千円

・役務費 （自動車損害保険料、車検時 リサイクル料、印紙代） 4 0 千円

・使用料及び貸借料 （コピー使用料、駐車場使用料） 1 0 千円

・公課費 （車検時重量税）　 6 3 千 円

森　 林　 保　 全　 事　 業 1，227 森林火災を未然に防 ぐため、民有林火防巡視人や広報車による呼びかけや横断幕等による注意喚起 を行
なうものである。

・民有林火防巡視人 （5 名）賃金 4 2 9 千 円

・広報車による広報活動委託 1 6 8 千円

盛 岡市森林整備計画に基づいて、市 内民有林の森林施業 を推進す るため、森林保全巡視 を実施 し、森林

機能の高度発揮 に資するものである。

・森林保全巡視業務　 6 3 0 千円



6 ．農 林 費 2 ．林 業 費
課

2 3 5 －

目
科　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　　 務　 ■　　　 事　　 業 ・　 等　　 の　　 説　　 明

2

林

業

振

興

費

林 道　 管 理 事 業

・千円

21，9 12 市管理林道の法面補修工事等や排水施設等維持管理の外除雪作業の実施により、通行の安全確保 に
努める。
管 理 延 長　 飛鳥線はか 45路線 （延長 171kn 幅員3．0～5．0皿）

林 道 整 備　 事 業 19，47 4

林 道 舗 装 事 業

（ 補 助 ）

（17，28 0） 既設林道のうち、集落連絡林道について、林業生産基盤の盤備による森林施業の効率化及

び山村集落の生活環境の改善を図るため、贋 免林道整備事業を実施する。

林 道 舗 装

鬼 ヶ瀬線 （手代森 1地割） 延長45血 幅員4．0皿

林 道 事 業 債 償 還

基 金 管 理 事 務

（2，194） 林道事業 に係 る事業債の減債基金 に賛み立てるもので、同相当額が県単補助金 として一般会
計に措置 される。

・鬼ヶ瀬線 （林道舗装事業） 17．280千円 ×12．7％＝2．194千円



6 ．農 2 ．

課

2 3 6

目
科　　 目 －
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円） 事　　 務　　　　 一事　　 業　　 等　　 の　　 説　　 明

2

林

業

振

興

費

森林適正管理推進事業 23．226

・森林適正管理推進事軍費補助金

森林資源の造成及び森林の公益的機能の維持増進を図るため、森林所有者が行う除間伐等の森林整備作業

に要する経費に対 し補助す る’。

神助金 ： 2 ． 3 7 6 千円 （12 8ha分、補助率 9 ％）

・間伐材搬出利用促進補助金
間伐された木材の利用促進のため、搬出に係 る経費に対 して補助する。

補助金 ： 8 5 0 千円 （850Ⅰぜ×1，00 0円／ポ）

・森林適正推進資金貸付金

森林所有者が行 う除間伐等の森林整備事業の円滑な推進を図るため、盛岡市森林組合に対 し労務費の支
払 に要す る資金の貸付を行う。

貸付金 ： 2 0 ， 0 0 0 千円

間 伐 等 作 業 道
開 設 促 進 事 業

85 1 間伐材の生産 コス トの低減により間伐を促進するため、林内作業道の開設等に要す る経費に対 し、補助す

る。

事業費 ：＿ 1 ， 8 9 1 千円 （工事施工延長 1，000m ）

補助率 ： 4 ． 5 ／ 1 0

補助金 ： 8 5 1 千円



業

2 3 7 －

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　　 務　　　　 事　　 業　　 等　　 の　　 説　　 明

2

林

業

振

興

費

森林づ くり作業道整備
事業

1．564 木材生産の振興 と森林の公益的撒能の維持を図るため，間伐等の保育作業 に付随す る作業道整備を補助をす

る。

補助金 1 ． 5 5 2 千円 （作業道 L ＝ 1，35 0m x 単価2，300円／m＝3．105千円 補助率 1 ／ 2 ）

付帯事務費 1 2 千円

林 業 後 継 者 活 動
活 性 化 対 策 事 業

54 林業後継者の森林経営意欲の増進 と市民の林業への理解 を深めるために森林 ・林業講演会を開催する。

事業費　 5 4 千円 （講師報酬、林業講演会ステージ看板 はか）

市 民 植 樹 祭 事 業 1．67 2 旧玉山村 との合併記念植樹祭 として，玉山区の姫神山一本杉登山口を会場に、市民参加の森づくりを行い、
森林の持つ公益的機能への理解を深めるとともに、森林環境の保全 に対する意識向上を図るため、市民植樹祭
を開催す る。

場所 ：姫神山一本杉登山 口 樹種 ：コプシほか ，8 0 0 本

面墳 ：約 1 ha　 参加者 ：4 0 0 名



款 6 ．
課

2 3 8 ＿

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　　 務　　　　 ‾事　　 業　　 等　　 の　　 説　　 明

2

林

業

振

興

費

森 林 公 園 管 理 事 業 54，314

森林を市民の保健保養の場と して提供す るとともに、森林 ・林業の重要性についての普及啓発のため、
森林公園の管理運営、施設の整備補修、各種行事等 を実施する。

外 山 森 林 公 園
管 理 事 業

（18，554） 管理施設 ： 盛 岡市外山森林公園 盛岡市玉山区薮川字大の平31番地 1 ：91ba

事 業 費 ： 1 8 ． 5 5 4 千円　　 〔

指定管理者 ： 盛岡市森林組合

主な事業 ： 指定管理料 15，466千円、井戸清掃業務委託400千 円、木製展望台点検業務委託44千円、・
木製遊具修繕 （子 どもの安全対策） 1，225千円、木製遊具修繕442千円、
外 山展望台階段手摺等修繕485千 円など

人夫貸金（園内整備等） 200千 円 （24人）

都 南 つ ど い の 森
管 理 事 業

（35，760） 管理施設 盛岡市都南つどいの森 盛 岡市湯沢1地割 1番地外 ：59ha ＿

事業費 ： 3 5 ト 7 6 0 千円

指定管理者 ： 都南 自治振興公社

主 な事業 ： 指定管理料34，428千円、サニタリーハウス手摺修繕423千円、木製遊具修繕890千円など

カ モ シ カ 食 害
対 策 事 業

l，370 特別天然記念物ニホンカモシカによる幼齢造林木 に対する食害防止対策 として、本事業を実施する。

事業費 ： 1 ， 3 7 0 千円

事業予定量 ： 約 2 5 h a

事業 内容 ： 幼齢造林木への忌避剤 の塗布、作業 は森林組合に委託



6 ．農 2 ．
課

2 3 9

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　　 務　　　　 事　　 業　　 等　　 の　　 説　　 明

2

林

業

振

興

費

マ ッ ク イ ム シ 被 害
防 止 対 策 事 業

7，19 9 マックイムシ被害防止対策事業 （雇用対策事業）

マックイムシ被害防止のため、北上川の東側の丘陵を中心にアカマツ林の劣勢木や雪害木の除去により、ア
カマツ林の健全化を図る。

・事業 内容
除間伐計画面債 約25 h a

平成市 民の森整備事業 1．76 2 未来の盛岡市民へ贈 る記念の森 として平成10年度 に取得 した、川 目3 地割地内の 「平成市民の森」の整備

を行 う。

平成市民の森整備事業

（補助） （1，08 5）

・事業内容

下刈 ：8．82ba （対象補助事業 ：森林毛僻事業）

平成市民の森整備事業
（単独） （677）

・事業内容

森林保全作業人夫賃金 （境界刈払い、つる駆除など）

「平成市民の森患話会」開催費等

森 林 整 備 地 域

活 動 支 援 事 業

16，54 4
森林施業計画の認定を受けた森林について所有者 と締結 した協定に基づいて行われる森林の現況調査 などの

地域活動を交付金 によ り支援する。

・18年虚実約締結予定両横 1．654．31 h a 、 （10．000円／ h a ）

・補助 内訳 国 l／2、県 1／4、市 1／4



6 ．農
課

2 4 0

（

目
科　　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　　 務　　　　 事　　 業　　 等　　 の　　 説　　 明

2

林

業

振

興

費

農林道 環境整 備事 業 3．70 0 農林道環境整備事業 （雇用対策事業）

林道を良好な状態で維持管理す るため、排水施設の清掃や泥上げ、法面や路側の枝払い、

崩壊土砂の撤去等を実施する。

・事業対象 ：林道米内川線ほか

木材需要拡大推進事
業

272
市内の素材生産業着か ら工務店等 （いわゆる川上か ら川下まで）の木材流通関係団体等による協議会を開
催 し、流通 の間膚点を明 らかにし、市産材の流通体制 の整備促進 を図る。

・ （仮称）盛 岡市木材 （市産材）流通促進協議会の開催 15名 （報酬対象8名） ×2回

・事業費 1 2 6 千円 （7，600円 ×8名 ×2回他）

間伐材 の有効活用と利用促進を図るため、公共施設 において、地域材 を積極的 に利用 し、木材の多様 な
特性や利用方法を広 くPRす るとともに、木材の需要拡大を図る。

・事業費 1 4 6 千円

・内容 都南つ どいの森キャビン等手摺改修工事一式 L＝11ご1皿，

市産材利用拡大推進事業
1，00 0 市が公共事業に市産材を利用 し、市民の市産材に対する意識を高め、今後の市産材の流通促進 と利用拡大

に繋げるため、モデル事業 としてパーゴラを設置する。

・事業 費 1 ． 0 0 0 千円

・内容　 パーゴラ作製委託 （手づ くり村広場）⊥式 約20ポ

公庫資金造林支援事
120　 －・ 森林組合が造林事業資金と して農林漁業金融公庫 から借 り入れ、転貸 している公庫資金には、高金利の も

のがあ り、資金 を利用 した森林所有者 にとっては、現在の林業収入の得 にくい状況 に併せ、資金の償還が森林
の手入れ を難 しくしてい ることか ら、金利が3．5パーセン トを超える借 り入れ資金 について、森林組合が公庫
に返済す る併還金の利息の一部を助成 し、資金利用者の森林造成費用の負担軽減 により、健全な森林の整備
を推進す る。

・補助対象 3．5％を超える利息に相 当する額 3 6 0 千円 （2 年 目）

・補助率 1 ／ 3

・補助金 － 1 2 0 千円



6 ． 項 2 ．

産業 振 興 課

2 4 1 ＿

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

事　　 務　　　　 事　　 業　　 等　　 の　　 説　　 明

2

林

業

振

興

費

林道管理事業 1，788 市 （玉山区）管理林道の補修等維持管理を行い、通行の安全確保 に努めるものである。

管理延長　 滑子内線 ほか 6 路線 （延長30km 幅員3．6～5．Om）

森林適正管理

推進事業 ・

1，529

・森林適正管理推進補助金

森林資源の造成及び森林の公益的横能の維持増進 を図るため、森林所有者が行う除間伐等の整備事業 に

要する経費に対 し補助す るものである。

補助金 ： 1 ， 3 2 1 千円 （80 h a 分 補助率9％）

・間伐材搬出利用促進補助金
間伐 された木材の利用促進のため、搬出に係 る経費に対 して補助 を行 う。

補助金 ： 2 ＿0 8 千円 （208 rげ×1，000円／ポ）

市民植樹祭事業 193 合併 を記念 し市民参加の森づ くりを行うとともに、森林の持つ公益的機能について理解 を深め、緑
化思想の啓蒙普及を図るため．実施 した、植樹祭他の刈払いを行うものである。

H 5 県植樹祭地0．64 h a 、 H 1 8 合併植樹祭地 1．11 h a （1．75 h a x llO，000円）・

カモシカ食害
対策事業

1，602

一特別天然記念物ニホンカモシカによる幼齢造林木に対す る食害防止対策を行うものであ る。

事業費 ： 1 ， 6 0 2 千円

事業予定量 ： 約 3 0 h a

事業内容 ： 幼齢造林木への忌避剤の塗布、作業は森林組合に委託

森林整備地域

活動支援事業
7，00 2 民有林のうち、平成 14年度以降に策定 された森林施業計画の認定を受けた森林について所有者と協

定を締結 し、健全な森林を造成す るうえで必要 となる森林の現況調査な ど、森林所有者が行なう地域
活動を確保するため、交付金により支援するものである。

・18年度契約締結予定面積 16団地 700．13 h a 、 （10，000円／ h a ）

・補助 内訳 国 1／ 2、県 1／4、市 1／4



款 農林 費 項 林業 費
玉山総合事務所建設課

＿2 4 2 ＿

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）

車　 務 ・ 事　 業　 等　 の　 説　 明

2

林
業
振
興
費

林 道　 管　 理　 事　 業 300 ○林道除排雪事業

集落間を結ぶ生活路線として不可欠な林道を，市道及び農道と同様，一体的な除雪対応を行うこ

とにより，冬季間の除雪を効率的に進めることによって，住民生活の安定を図るものである。

委託料　　　 300 千円



6 ．農 2 ．

（

し

＿2 4 3 ＿

目
科　　 目
（事務 ・事業名）

金　 析
（千円）

事　　 務　　　　 事　　 業　　 等　　 の　　 説　　 明

3

市

有

林

造

成

費

市 有 林 造 成 事 業 61．629 基本財産の造成 と森林の公益的機能の充実のため、市有林の造成、管理を実施す る。

市有林造成事業
（補助）

（21，10 2） ・事業内容　　 2 1 ， 1 0 2 千円

除伐、除間伐 101．61 h a （補助事業名 ：森林峯僻事業）

・委託先　 盛岡市森林組合ほか

市有林造成事業
（単独）

（40，52 7） ・事業内容

市有林保全 ・管理委託、除間伐 5l．35 h a 、つる駆除 39．92 h a 、壮齢林間伐委託 6臥86 h a 、

枝打 34．93 h a ほか

森林国営保険料継続保険料　 8 3 8 千円

委託料　　 3 5 ， 0 1 1 千円

盛岡市森林組合及び夫権山造林一部事務組合負担金 3 7 1 千円



款 6 ．農 2 ．

産業 振 興 課

2 4 4 －

目
科　　　 目
（事務 ・事業名）

金　 額
（千円）， 事　　 務　　　　 事　 一　 業　　 等　　 の　　 説　　 明

3

市

有

林

造

成

費

市 有 林 造 成 事 琴 6．997 基本財産の造成 と森林の公益的機能の充実のため、市有林の造成、管理を実施す るものである。

・報償費 （市有林看守人 7 人 ×4，000円＝28，000 12 ケ所 ×札 000円＝120．00 0円） 1 4 8 千円

・旅費 （看守人会議費用弁償） 1 3 千円

・需用費 （消耗品、山管理用標示テープ、刈払鎌） 1 5 千円

・役務費 （森林国営保険継続加入695．75 h a ） 4 ， 8 4 9 千円

・委託料 （市有林相の山間伐事業 カラマツ4 9 年 4．38 h a ） 1 ， 9 7 2 千円 ■（

（
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